
 浦添市美術館開館 30周年記念展・令和元年度第３期常設展 

「守り伝える琉球王朝の美－沖縄県・浦添市指定有形文化財と名品－」関連講座 

 

琉球螺鈿に生かされて 

＜講師略歴＞ 

1964年 沖縄工業高校漆工科卒業 

1991年 通商産業大臣認定「伝統工芸士」となる 

2019年 沖縄タイムス芸術選賞大賞 受賞 

2019年 沖縄県指定無形文化財「琉球漆器」保持者 認定 

そのほか東京文化財研究所、タイ国芸術局伝統技 

術部などでの技術指導を行う。 

 

URASOE ART MUSEUM 

     TEL：098－879－3219 

     FAX：098－878－1221 

〒901－2103  

   浦添市仲間 1－9－2  

場所：浦添市美術館 講堂     申込：不要 

料金：常設展当日観覧チケットが必要です。美術館受付

にてお求めください。 

＜常設展料金＞ 

高校生以下 無料    一般 200 円（160 円） 

大学生 130 円（100 円） 65 歳以上 160 円 

モノレール 1 日乗車券利用 160 円 

※（ ）内は 20 名以上の団体料金 

漆芸家・宮城清氏は、長年漆器制作に

従事しておられます。特に螺鈿の技に秀

でており、研究・実験を重ねながら貝を

加工する工程を身につけ、その技術を生

かして漆器制作を行っていることでも

知られています。 

今回の講座では作り手の視点から琉

球螺鈿についてご講話いただきます。 

講師 宮城 清 氏（沖縄県指定無形文化財「琉球漆器」保持者） 

日時 令和２年３月１日(日) 午後 2 時～4 時 

 

 

↑ 煮貝を制作する宮城清氏  撮影：宮里正子 


